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研究主題 未来を拓く道徳授業の創造
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研究主題設定の理由

未来を拓く道徳授業の創造

◇研究主題について

21世 紀が始 まった。子 ど もたち には、未来 に夢や希望 をもち、主体 的に様 々な課題 に立 ち

向かい、解決す る ことによってよ りよい社会を築 く人間に成長 し、 この新世紀 を担 ってほ しい

と私 たちは願 っている。 しか し、子 どもたちを取 りまく環境 には、今 日なお克服すべき課題が

多い。

戦後我 が国は、物 の豊かさを追求 しす ぎ心の豊か さがなお ざ りにされてきた。急速な都市化

に伴 う核 家族化 ・少子化に加 え、大 人の価値観 の多様化が拍車 をか け、子 どもた ちには様々な

体験 が不足 し、人 とのかかわ りも確実 に少な くな って いる。そのため、家庭や地域の教育力が

低下 し自己中心 的で他者への思 いや りを欠 いた、良好な人間関係 を築 くことので きない子 ども

が増えている。 ここ数年、少年による痛 ましい事件が次々 と報道 され るたび に、事態の深刻さ

を感 じず にはい られな い。

このよ うな現状 をふ まえ、学校教育 に携わる私 たちが取 り組むべ きことは、心 の教育の充実

ではな いだろ うか。そ して今回私 たちは、道徳 の時 間を中心 として このことを研究す る機会に

恵 まれた。

研 究主題 に掲 げた 「未来を拓 く」 には、子 どもたち一人一人が未来 に夢や希望 をもち、常に

前向 きな姿勢で 自主的に考え判断 し実行す ることによ り、 自らの人生や新 しい社会 を切 り拓い

て いくとともに、その ことを次の世代へ受 け継いでほ しいという願 いが込め られて いる。

そ の実現 に向か って私たちは、子 どもたちが主体 的に活動で きる様 々な体験や 人とのかかわ

り合 いを通 して、他者理解 を深め、さ らには自己 を見つめなが ら、道徳的価値の 自覚 を深める

手立て を考えた。 これ らは学校教育全体 で行われ るべきことで あるが、その核 とな る 「道徳の

時間」 をもとにして培われた道徳的価値 を自分の もの として発展 させて いく必要が ある。

また 、子 どもたちだけが 自己 を見 つめ直すのではな く、私 たち教師 も自ら子 どもたち と共に

考 え、悩み、学んで いく姿勢で授業 に臨む ことによ り、 「道徳授業の創造」 は成 される もの と

確信 して いる。

以 上の理 由か ら、本研究 主題 「未来を拓く道徳授業の創造」 を設定 した。さ らに、以下のよ

うに各分科会 の主題 を設定 し、研究主題 に迫る こととした。

第1分 科会

第2分 科会

第3分 科会

体験をもとに自分自身を振り返り、よりよく生きようとする心を育てる指導

の工夫

日常活動の中での体験を生かして、互いを認め合える心を育てる指導の

工夫

集団や社会に進んでかかわろうとする心を育てる指導の工夫

1



◇研究の概要

研究主題 未来を拓く道徳授業の創造

第1分 科会 第2分 科会 第3分 科会

目 指 す 児 童 像

自らの存在や生き方を見つめ
、

自分自身を大切にし、前向きにた

くましく生きようとする子ども

互いのよさや違いを認め合お

うとする子ども

　　

集団や社会に対 して愛情や愛

着をもち、自ら進んでかかわろう

とする子ども

分 科 会 主 題

体験 をもとに自分自身を振り

返 り,よ りよく生きようとする心

を育てる指導の工夫

日常活動の中での体験を生か

して、互いを認め合える心を育て

る指導の工夫

　

集団や社会に進んでかかわろ

うとする心を育てる指導の工夫

lI 1

仮 説

①意図的、計画的な共通体験を生

かし、振り返 りの場を工夫するこ

とにより、児童は道徳的価値を深

めることができる。

② 自分自身のこととしてとらえ

られる心に響く指導の工夫をす

れば、自らの存在や生き方を見つ

めていくことができる。

日常の活動を授業に生かす こ

とで、主体的に自己を振り返るよ

うになり、互いのよさや違いを認

め合う心を育てることができる。

集団や社会に対 して愛情や愛

着をもち、自分がそこにどうかか

わっているかを見つめ直すよう

な道徳の時間の工夫をすれば よ

りよい集団づくりや社会づくり

に積極的にかかわろうとする心

情を培うことができる。

II 1

指 導 の 工 夫

◎体験を生かす指導の工夫

・家庭や地域の力を生かす工夫

・多様な価値観を認め振り返 りの

場を重視する

・心に響く発問の工夫

◎ 日常の様々な活動の中での体

験を生かす指導の工夫

・自己の振り返 りを促すための発

問の工夫

・日常活動の中での体験を想起さ

せる工夫

・自作写真、資料の開発

・体験活動を生かす工夫

・家庭 ・地域と連携 した展開の工

夫

・ゲス トティーチャーの活用

・価値の自覚を深める発問の工夫

1

検 証 授 業

i

総合的な評価(指 導計画 ・指導方法 ・児童の変容)

2
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1 ・.鞭 題設麟
(第1分 科 会)

現代の教育的課題

糠蔽轡叫
豊かな体験活動を保障

▲ よ りよ く ,

生 きよ うとす る力の低 下

体験活動を通して

豊かな人間性や

社会性を育成

教 師 の願 い

◎ 心の内面に響く体験を保障したい。

日常的体験
く⇒ 鶉}体 験

◎ 体験 を振 り返 りなが ら、

自分 を振 り返 り、見 つめ させ 、

内面 に実感 させ たい。(道 徳の時間)

◎ 振 り返 りの力 を付 けて いきなが ら、

自分 自身 を見 つ める力 を付 けた い。

児童の実態

・ 合雰見欝 わり〉
など

体験 を通 して多 くを学んで いる。

▲ 「どうあそび」 「虫 と り」な ど

素朴な体験 を避 ける傾向 にある。

卿

め
ノ、

飾奮

* 意図的計画的な共通体験 をす る と、

様 々な環境 にある児童が多様 な受 け

止め方 をするはずである。その体験 に

お ける児童個 々の受 け止め方 を見取

ることが大切である。その共通体験 に

お ける児童 の受け止め方 を道 徳の時

間 に生かす ことによって、一人一 人が

ね らいとす る価値 を自覚 し、よ り自分

自身を振 り返 るきっか けとな る と考

えた。

第1分 科会主題

体験 をもとに自分 自身を振り返り、よりよく生きようとする心を育てる指導の工夫

3



2
■

調 査 の 目 的

1.様 々な体験 に対 して、子 どものもつ関心の傾向

を明らかにする。

2.親 の願 いに応 じた授業づくりをする。

3.親 の願 いと教 師の 思いとの重なり具合や開きを

知る。

編
矯

つてみ潔した、

,

一

調査対象:

児童 ・保護者 ・教 員 一～ 一

國 子どもにどんな道徳性を身に付けてほしいですか。

下に挙げた中から身に付けてほしい順に3つ まで選んで

できれ ば理由もお教えください。

(1)基 本 的生活習慣(2)善 悪の判断(3)自 主性(4)協 力

(5)自 律 心(6)社 会の一員としての 自覚(7)勇 気

(8)思 いや り(9)生 命尊 重(10)愛 国心(11)節 度節制

β彦
位

位

位

1

9
一

Q
U

思いやり

善悪の判断

基本的生活習慣

か ら勇 気 、

協 力などの

気持ちに 目

覚 めると思

つ 。

総合的に身に付け

てほしい。そうでな

いと人間的にバラ

ンスが とれないと

思う。

すべての基本。

人 とのか かわ り

の最低の基準。

(善悪の判断)

の麹饗

保護者のみなさんは、

学校の道徳教育に

どんなことを望んで

いるのだろう?

'甑D

*授 業と実践を結び付けたいが、難しい。

*道 徳の 時間は 自分 自身をじっくり見つめて

考える時間にしたい。

*友 達 同士 のかかわ りや感動 体験、動植物

の世話を授業に生かしたい。

獅

ノ
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☆ 次にあげた活動中で、一番やってみたいものと一番やりたくないものを選んで、

その理由を教えてください。

O山 登りOど ろんこ遊びO持 久走O虫 とりO小 さい子の世話

O動 植物の世話O当 番の仕事(給食やそうじ)Oグ ループ活動

○ あとかたづけOご みひろい

やっτみ た`Dβ ε573
/

く＼

/

』 」 一
」

1位 山登り1位 山登り1位 山登り

2位 動植物の世話2位 小さい子の世話2位 小さい子の世話

3位 小さい子の世話3位 虫とり3位 動植物の世話

晦 幹学傘 瓢学傘

1位 どろんこ遊 び

2位 虫とり

3位 ごみひろい

【.「

や動たぐなρβε573
噛

1位 どろんこ遊び

2位 持久走 ・虫とり

3位 山登り

1位 どろんこ遊び

2位 虫とり

3位 ごみひろい

喰童の気持も
山登りや小さい

子の 世話 をや

ったことがない

からやってみた

い1

児童はどんな体験をし

ているのだろう?

どんな気持ちで取り組

んでいるのだろうか?

授業にも取り上げられる

のでは?

どろんこ遊びは、汚れるし叱られるから嫌だ1

織

翼
働
簿
編醸

山登りは気持ちいい。

小さい子が大好き!

ごみは捨てた人が拾えば

いいじゃない!

調 査 の 考 察

体験 のフィーリングの快、不快によって行動を選択すると

いう情緒の未発達が考えられる。

日常の体験の中に多少の困難(め んどくさい、はずか し

い 、汚い等)を 感 じることがあっても、あるがままの 自分を

見つめ、それを克服しようとしたり、よりよい自分を創造した

りしていこうとする動機付けとなるような道徳の時間の指導

を工夫する必要がある。

5
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4研 究 主 題 にせ ま る指 導 の 工 夫
●

1体験 を生 か す1

① 体験 を生 かす学習過程

共通体験 を生か した道徳の時間にす るために、また道徳の時間に学習 した ことを生

かす体験の場 を保 障す るために、道徳の時 間を要 とした一連 の学習過程 を考えてい く。

(工夫の例)

・ 特別活動、生活指導、 日常活動等を関連 させた総合単元的な道徳学習

・ 総合的な学習の時間 との関連

・ 教科、学校行事 における体験活動の活用

② 体験 の記録

子 どもたちの体験 をよ り有効に生か してい くためには、子 どもたちが体験か ら何を学

び何 を感 じ取 っているのかを把握する必要 がある。 また子 どもたちに体験記録 を蓄積 さ

せ てお くことも大切で ある。子 どもに とって道徳 の時間の振 り返 りにおける大 きな ヒン

トとなるであろ う。第一分科会では次 のよ うな方法 を用いた。

旗童 … 記録 カー ドに体験の感想 を記録する。

教 師 … 観察法、聞き取 り法、記録カー ドか ら子 どもたちの実態をっかむ。

上記 の方法で把握 した ことは授業展開、資料選 定、指名を考 える上での資料 とす る。

③体験を生かした授業展開

段階 とそのね らい 体験を生かす工夫

導入 ねらいとする価値や資料への

方向付けを図る段階

事前に体験 した こととの関連付 けを

工夫す る。

実態調査

写真 ・絵 ・実物

ビデオ ・体験記鋳

展開

前段

ねらいとする価値を気付かせ

る段階

登場人物に同化 させ、その考えや心

情を自分の ことと して見つめ させる

話 し合いの工夫

役割演技 ・動作イヒ

発問の工夫

沈黙の時間

ワー クシー ト

自分へのメ ッセー

ジ

意図的指名

体験記録

展開

中段

ねらいとする価値を把握させ

る段階

登場人物 と自分の心情 を重ね合わせ

る。

展開

後段

資料 か ら離れ、 自分の生活を

振 り返 らせ 、価値の内面化 を

図 る段階

今 までの 自分 はど うであったか、 自

分を見つめ させ る。

終末 ね らい とす る価値 について

整理 し、ま とめる段階

効果的なま とめをし、実践へ の意欲

付 けをす る。

説 話 ・格言 ・歌

ゲ ス トテ ィー チ ヤ
ー

*資 料や体験の内容や価値 によ り、体験の生か し方 、授業展 開は異なる。
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振 り返 りについて
よ りよく生きる

子どもは・鞭 が意図的に設定した体験に出会った 倉

時、多 くのことに気付 く。教師は、子 どもの気付 きを 肯定的な振 り返 り

瞬時 に受け止 め、自己肯定感 をもたせるような言葉か

けをした り、振 り返 りの視点 をさりげな く与えた りし

支援 発問・指導て
、支援 をしていく。

表現力 展開の工夫道徳の時間の中では
、展開中段において、子 どもは

体験 した時の心情 を振 り返 り、後段にお いて自己 の生

き方や考え方 を振 り返 る。 この二つの振 り返 りがある

か らこそ、道徳的価値 の自覚を深めることができると

考える。

さらに、子どもたちは、振り返ることにょって体験 《道 徳 の 時 間》

した ことの意義 を見 出 し、振 り返 って良かった と思え

駕 灘 罐癒、犠濃 鎧纏欝(一支援、 〉一一「ぴ
ようになると考える。

振 り返 りを大切 にした活動 学習を積み重ね ること 情緒的な十分なかかわり

によって、子 どもたちは今後,困 難な ことに遭遇 した

時にも、 自ら心 の課題 を乗 り越えて、克服 していこう 体 験

とす る 『生きる力』を身に付けていくと考 えた。

家庭や地域のカを生かす

家 庭

「生まれた縛のこと」

保護者をゲストティーチ亨一として 「点字メニ昌一に跳鞍'

夏いす俸験 ・アイマスク体験

σ醸孚体験 ・5牢 誓～との交流

◎ 家庭のぬくもりを

基盤とした支え合い

◎ 豊かな体験の充実

(高齢者や小さな子との触れ合

い ・自然体験 ・ボランティア)

地 域

幼稚圃へのお祭 り訪問

あいさっなど 格

基本的な全活習ま蟹 形

育むしっけ 成

◎ 礼礒i・感謝 ・

・
し

つ
け

の
場

思いやりなどの

本的な道徳教育

rお母きんの翻求さJ

像護考の参加

人
様 々な人 々 ・集 団 ・文化 とし

かかわ りの中 から

人格形成 する

場

鮎ム性 ・協調住 ・モラルなど道穏的価僅を身に付げる燐

◎ 未采を拓く 道徳教育の推進

◎ 学校・地域・家庭の役割を明確にした連携

◎ 道徳教育の意義についての啓発

◎ 地域の人々の

専門性 ・教育

力の活用

「お俸よ ワとの交魂1

千躍歌心回を訪ねて

◎ 望ましい

子育てを考え

る場 ・機会の

提供

「鴎 だま りが し、つば い弓 ケ浜 」

移 動教室 での体験 学 校
「草取 り体験 」

GT用 務主;'Fさん

「中国斎の入れ功

rタト国で主薩 して】

「オイスカの 人たもと

#`こ」

「アメ リカスク句ルの

互運 との交流」

外国の方を絹いてO

ズ化交減

1商店街 でのM4偽k」

商店街の人 々との交。ミ
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5.実 践事 例(第6学 年)

1.主 題 名

資料 名

2.ね らい

3.展 開

「みんなのために」 高学年4-(4)勤 労

「ぼ くの草取 り体験」(文 部科学省道徳教育推進指導資料4)

勤労の意義 を理解 し、集 団のために進 んで働 こ うとする心情を育てる。

学 習 活 動 発 問 と 児 童 の 反 応 指 導 の留 意 点

導入 1.事 前に行った草 ○草取 り作業を した時、 どんな気持ち ・草取 り作業時の写真提示。

取 り作業の想起。 を もち ま したか。 ・体 験記録 ノー トの活 用。

・大 変だ った け ど頑 張 った。 ・発表 された意見を板書。

展開 2.資 料 「草取 り体 ○公 園の草取 りに行 くことになった時 ・資料 中の とおると自分を重

前段 験 」 を読 み、 と とお るはどんなこ とを考 えていたで ねながら、考えて読む よう

お るの気持ちに し よ う。 に声 をか ける。

つ いて話 し合 う。 ・恥ずか しいか ら行 きた くない。

○ とお るはどんな ことを考 えてさっき

よりもていねいに草取 りを したで し ・発表 された意見を板書。
レ

よ つ 。

・み んな のた め にや ろ う。

○次 の 日、公園の横 を通 りかかった と ・自分の気持 ち ととお るの気

お るは、 どんな気持 ちになったで し 持 ちを一 目で対比できるよ
,

よ つ 。 うに板書する。

・草 取 り'をや って よか っ た。

展開 3.自 分 ととお るの ○ 自分 ととお るの気持 ちを比べてみ よ ・資料中の とお るの作業前、

中段 気持 ちを重ね る。 う 。 作業 中、作業後の心情の変

・終わった後 の気持 ちが似ている。 化 を把握 させ る。

・最初の気持 ちだけ同 じだ。 ・体 験記録 ノー トの活 用。

展開 4.今 まで の 自分 を ○今 までの自分 を振 り返 り、 自分への ・沈 黙 の時 間。

後段 振 り返 る。 メ ッセー ジを書 こ う。 ・自分ヘ メ ッセー ジを書 く。

・あなたは当番活動をかな り適 当に
(ワ ー ク シ ー ト)

や っているよ。 もっ とみんなのた ・意 図的指 名。

めに丁寧 にや ろ うよ。

終末 5.本 時 の ま とめ ゲス トティーチ ャーの話(本 校主事) ・実践 に向け意欲が高まる話

4.考 察

・意 図的共通体験を したこ とで、児童 は自分 と登場人物 を等身大に重ね合わせやすかった。

・展 開中段 を設けたことで、児童は 自分 自身 を振 り返 りやす くなった。

・自分への メッセー ジとい う形 は、児童が 自分を客観 的に捉 えるこ とが少 し難 しかった。
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∬ 日常活動 の中での体験 を生か して、互い を認め合 える心 を育て る指導の工夫

(第2分 科会)

1分 科会主題設 定の理 由

最近の子 どもたち にかかわる実態 として遊ぶ場所や時間の減 少、一人遊びの増大 、無気 力 ・

無関心がある。 こういった ことが人と人 との触れ合 いや交流 の場や機会 を減少 させている。本

来はそ うした人 と人 との触 れ合いの中で こそ 身に付 けられる望 ま しい自己 の確立や人間関係を

築 く能力や態度が育ちに くい環境 となっている。児童の 自己 中心的な態度 、他者への無関心 ・

無責任な態度、耐性 の乏 しさ等が今 日指摘 されている ことは、そ れ らの ことと無関係ではない。

学級 にお いて も、 自分の ことに精一杯で人とかかわろ うとしない子、人とかかわろ うと思っ

ては いてもどうした らいいかわか らない子、自分 とちが う考 えの子 を受 け入れ られない子 にし

ばしば出会 う。本分科会 のア ンケー ト調査の結果で も、 自分が周 囲に認め られて いる という実

感が薄い という実態が うかがえる。そのため、 自分の思いや考 えをもって いて も、考 えの違 う

子 に自分 の意見が言えず、周囲の人に対 して自信を もって接す ることができて いない様子が見

られ る。

人は他 の人とのかかわ り合いの中で生きて いる。そのかかわ り合 いが 自分 にとって も、他の

人 にとってもよ りよい ものになるため には、自分の言動 に自信や責任を もつとともに、相手の

立場 に立って相手の感 じている ことや考えていることを知 り、共感 し、尊重 してい く態度が大

切である。 この ことは温 かい人間関係を築 き、共に生きてい くため には不 可欠の ことであ り、

自他の成長 ばか りではな く学級集 団としての成長 にもつながる。

相手の立場 に立 って考 えた り、自分の責任 を自覚 した りす るため には、自分の行動 について

振 り返 らせ、その行 動を価値付 けす ることが必要である。子 どもたちは 日々た くさんの活動 を

し、その中で様 々な体験 を している。本分科会では、 これ らの活動の中に自分 自身を振 り返 る

機会を見 い出し、道徳 の時 間に生か してい こうと考えた。

一つ一つ の活動 には道徳 的価値がた くさん含 まれている。 しか し、子 どもたちはそ の ことを

認識 しなが ら活動 しているわけで はない。また教師の受 け止 め方や見取 り方 も様々であ り、子

どもの感 じて いる ところ とはすれ違 うことも しば しばである。 つま り、 日々の活動 は教師 に と

って も児童 にとって も未整理 な状態だ といえる。そ こで、それ らの活動を整理 し、道徳 の授業

に生か して いくことが、児童 自身に振 り返 りを起 こす きっか けになるだろう。児童 は、授業 の

中で 日常の活動 を振 り返 るこ とによ って、道徳授業 で学んだ ことを自分 のこととして認識 でき

るよ うにな る。 これを積み重ねて いくことで、児童は 自分 の行動 に価値付 けができるよ うにな

る。 自分の行 動 に価値付 けがで きれば 自分 を肯定 的に理解 し、他人の行動 に対 して も理解で き

るよ うにな ると考 えた。

つま り、授業の中に 日常 の活動 を生かす ことが、 自己 の振 り返 りを促 し、 自己理解 ・他者理

解 につなが り、そ して、互 いを認め合 える心を育てる と考 えた。

以上のことを踏 まえ、分科会の主題 を 「日常活動 の中で の体験 を生か して、互 いを認め合 え

る心 を育てる指導 の工夫」 と設定 した。

なお、本分科会 では、特 に、児童の 日常の活動 を見取 り生かす ことで 自己の振 り返 りを促す

とい うことに重点 を置 くことにした。
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2実 態調査 ・分析

(1)調 査方法

都内10校 の1～6学 年児童

は、全学年共通 とした。

(2)結 果 と考察

合計1010名 に選択肢法による質問紙調査を行った。・内容

12345

ぜんぜん思わない← →とてもそう思う

クラスの人に臼分のことをよくわかって

もらっていると思いますか。

ぜんぜん思わない

あまり思わない

どちらともいえない

わりとそう思う

とてもそう悪う

ロ低学年
屋申学年

ロ高学年

自分のなおしたいところはどんなと二うか

わかりますか。

ぜんぜんわからない

あ塞りわからない

どちらともいえ琢い

だいたいわかる

よくわかる

o低 学年

■中学年

0高 学年

自分にいいところがあると思いますか、

ゼんぜん忌わない

あまり思わない

どちらともいえない

わ9とそう忍う

kも そうSう

ロ低学年

■中学年

ロ高掌年

クラスの人に好かれていると思いますか。

ぜんぜん悪わない

あまり息わない

どちらともいえない

わりとそう思う

とてもそう思う

ロ低学年

■中学年

ロ高学年

自分の短所は 自覚 しているが、長所に気付けずにいる子が多い。この傾向は、高学年に

なるに したがって強 くなる。 さらに、周囲から認 めてもらっているとい う実感が薄く、そ

のため、好かれていると自信 をもっている子は少ない。

ぜんぜん曾えない

あ玄り貫えない

どちらともいえない

わりと貫える

いつでも君える

自分とちがう考えの友達に、
自分の考えが露えますか.

ら`
■

置

【暫
【

-1

0 20 40

ロ低学年

璽中学年

ロ高学年

60%

クうスの人の 籍を聞 いて 、「なるほど」

と思うことがあ ります か。

ぜんぜんない

あまりない

どちらともいえむい

わりとある

よくある

'ク

ラスのいろいろな人の

よい ところを知 っています か.

ぜんぜん知らない

あまり知らない

どちらともいえない

わりと知・コている

よく知っている

0低 学年

融中学年

o高 学年

o低 学年

璽中学年

o高 学年

ぜんぜん思わない

あまり慮わない

どちらともいえない

わりとそう思う

とてもそう息う

人 と考 えがちがってい ても、

よいと思 いますか 。

ロ低掌年

腫中学年

o高 学年

クラスの人の長所を認めた り、違 う考えがあることを肯定的に受け止めた りしている。

クラスの人に対 し、共感的に理解をした経験をもっている子も多い。 しかし、自分の思い

を考えの違 う相手に伝 えることにおいては、消極的な傾向にある。
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このよ うな実態は、 自分 自身が周 りに認め られているとい う自信のな さによるもの と思われ

る。そこで、まず 子どもにいろいろな活動の中での体験を振 り返らせ、その価値に気付かせ、

自分を肯定的に理解できるようにす ることが大切である。 さらに、子どもは人とのかかわ りを

通 して 自分に 自信をもった り、人との遡 ・や よさを知った りす る。 このことか ら、 日常のかか

わ り合いの場を重視していこ うと考えた。

3研 究構想図 ・指導の工夫

研 究 構 想 図

児童の 日常活動

学校におけるすべての教育活動

・各教科 ・特別活動 ・総合的な学習の時間

・日常的な生活場面 ・無意図的な体験 など

児童の実態

人とかかわろうとしない子

人とのかかわり方が分からない子

友達を受け入れられない子

目指す児童像

互いのよさや遡 、を認め合おうとする子ども

研究主題

日常活動の中での体験を生かして、互いを認め合える心を育てる指導の工夫

研究仮説

日常の活動を授業に生かす ことで、主体的に 自己を振 り返るようにな り、

互いのよさや違いを認め合う心を育てることができる。

活 動 を見取 る手だ て

・日常観 察 ・会話 ・朝 の会、帰 りの会 ・アンケー ト ・日記 ・作 文 ・学習カード

・学級新 聞 ・エ ンカ ウンター ・家庭 との連携 ・教職員間の情報交換 な ど

実感できる

魑

魎
日常の様々 な活動の

中での体験を生かす

撫

自己理解

他人のよさや画 ・を知る

塵
自分を見つめる
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指導 の工夫

(1)重 点内容にかかわる日常活動

擁 合的な学習の時間での活動 へ
∠ 査教科

o 体育でのゲーム

・ 農園作業 (共同作業的な内容) サ ッカーでのゲーム中、A君 はシュートをうったが得点できな

・ 外国の方との出会い かった。そして、そのままゲーム終了の笛がなりA君 のチー

・ 障害がある方との交流 ムは負けてしまった。B君 は、敗因をA君 のミスによるもの

今 まで の 、 「か わ いそ う」 とい う一 だとA君 にいいがかりをつけ、A君 はB君 のミスが敗因であ

面的なとらえ方ではなく、力強く生 るとして譲 らなかった。その後、チームの話 し合いによって、

きる姿や明るく前向きな姿勢を知 A君 とB君 は和解した。

った。助け合おうという気持ちをも ・ 他己紹介作文 ・ 音楽遊び

叉
つ ことができた。

ノ 叉 劇遊び'綿 齢 ノ

重点内容

低 2・(2)2・(3)4・(3)

酔
思 いや り ・親切 友情 ・信頼 愛校心

《

中 2-(2)2・(3)4・(3)

思いや り ・親切 友情 ・信頼 愛校心

高 1-(6)2-(2)2・(3)2・(4)

個性伸長 思いや り ・親切 友情 ・信頼 寛容

齢 4・(1)4・(3)4・(6) 《

役割の自覚 ・責任 公正 ・公平 愛校心

疇 別活動 、 日常的な生活

＼

● 行事の取り組みの中での話し合い ・ 友達 レター(い いとこみつけ)

林間学園のクラスの出し物を決 ・ 朝の会 ・ 自己紹介カー ド

める時に意見が対立した。話し合 ・ 放課後遊び

いではお互いに主張するのみで ・ 帰りの会でのよかったことの発表

相手の考えを受け入れられなか ・ 転入生

った。練習を通して相手のことが 転入してきてすぐ体調を崩して一週間休んで

受け入れられるようになった。 しまった。久しぶりに登校したが友達になか

・ 係活動 ・ 全校遠足
なか声をかけられなかった。

・ 異学年の交流 ・ 清掃の時間

・ 席 が え ・ グル ー プ決 め
今日もA君 とB君 はぞうきんを投げてキャッ

・ 自己紹介カー ド
チボールをしていた。Cさ んはそうじが進ま

・ 構成的グループエンカウンター
ないので困っていたが注意するのが怖くてだ

まっていた。そこに通りがかったDさ んは「だ

叉 ノ
めでしょ」と二人にはっきり注意してくれた。

・ 休み時間

互いのよさや違いを

認め合おうとする子ども

一輪者に乗れなかったEさ んが練習していた

らFさ んが毎日励ましてくれたe
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(2)日 常活動の 中での体験 の授業への生か し方

日常活動 の中での体験 を授業 へ生かす場面 として

○導入 に生かす 。

O体 験が生 きるよ うな資料 を選ぶ。

○展開後段 に生かす。

○体験 を生か した 自作資料 を作 る。

○展開前段 の発問に生かす。

○終末の説話な どに生かす。

焦点化

展 開の後段 に日常活動での体験 を生か し、

ことに重点 を置き研究 を進 めた。

自己の振り返りを促す

授業を組み立てるために

本時にかかわる

日常活動

本時に生かす

日常活動での

体験

展開後段における

生かし方

○ね らいにかかわる 日常活動 を考 える。

例)友 情 ・信頼では

・音楽遊び ・劇遊 び ・勉 強の教え合い

・友達の長所 さが し ・休 み時間の出来 事

・転入生 とのかかわ り

○学習のね らいと子 どもの実態 を考えて、本時 にかかわ る 日

常活動 の中か ら、授業に生かす体験を絞 り込む。

例)友 情 ・信頼 の授 業で 「友達 と仲良 く しよう とす る心情 を

育て る」 とい うね らいを考え いくつかの 日常活 動か ら、

本時 としては音楽遊び を取 り上げる ことに した。

○ 日常活動の 中での体験 を想起 させる。

・学習カー ドを読み返 した り、見せ合った りさせ る。

・学習カー ドや 学級 日誌を教師が読み聞かせる。

・教師が見取った様子 を話 して聞かせ る。

・日常活動の写真 を見 せる。

・ね らいにかかわる教室掲示 に注 目させ る。

・アンケー トの結果 を発表す る。

◎発問の工夫

ね らいとす る価値 と児童の 日常活動が結びつ くような

発問を工夫す る。
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4実 践事例 ・考察

(1)主 題名 ともだちっていいな2-(3)信 頼 ・友情

資料名 「ひろった ビスケ ット」

(2)ね らい 友達と仲良くしようとす る心情 を育てる。 ね らいにかかわる日常活動

(3)指 導の工夫 を考える
。

本時にかかわる日常活動

○ 勉強の教え合い ○ 「おおきなかぶ」の劇遊び ○ 音楽遊び

○ 今 日のよかったこと、ありが とう(帰 りの会)

○ 仲間はずれに したこと(休 み時間)○ 体育の時間 「お もしろリレー」

本時に生かす日常活動での体験

学習のね らい と児童の実態を考えて、

本時 にかかわる日常活動の 中か ら授

業に生かす体験を絞 り込む。

○ 帰 りの会で常時行 っている 「今 日のよかったこと、ありがとう」活動。

○ 休み時間、なかなか友だちと遊(ミない子のために、音楽の時間に 「ハンカチ落 とし」の音

楽ゲームを行ったこと。

展開における生か し方

く展開後段 〉

・ね らい とする価値 と児童の 日常活動が結び付 くような発問を工夫する。

☆1帰 りの会で行っている 「今 日のよかったこと、ありが とう」を想起で きるように

「ありが とう」 とい う言葉を使った。

・教師が 日常活動を想起 させ るよ うな話 をする。

☆2休 み時間、なかなか友だちと遊べない子のために、音楽の時間に 「ハ ンカチ落 と

し」の音楽ゲームを行った。 とて も楽 しそ うに遊んでいた。その子の話 を紹介す

ることで友達 とのかかわ りあいのよさについて考えられるよ うにす る。

・フラッシュカー ドを使 っていろいろな場面について考えさせ る。

☆3「 休み時間」「学校 を休んだとき」「給食の時間」「そうじの時間」な どのカー ドを用

意 してお き、子 どもたちの意見で出なかった場面にっいて想起 させ考える場面を

広げる。

〈終末〉

・日常活動の写真 を見せる。

☆4み んなが仲良く遊んでいる写真 を提示 し、仲良くしたいとい う気持 ちをもたせ る。

友達のよさに気付き、発表 し合 うことで自分の してきたことに価値付けができるであろう。
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(4)展 開

導

入

展

開

前

段

展

開

後

段

終

末

学習活動

1歌 を聞い

て、資料への

興味をもつ。

2資 料 「ひろ

った ビスケ

ット」を視聴

し、登場人物

の気持 ちに

つい て話 し

合う。

3今 までの

自分 を振 り

返る。

4教 師の話

を聞く。

主な発問と予想される児童の反応

○みんなの好きなおやつは何ですか。

・ガム ・グミ

○教師が 「ふ しぎなポケットSを 歌うのを聞き、楽しむ。

① 「こっそ り二人で食べようよejと たろうくんに言われたと

き、はなちゃんはどんなことを思ったでしょう。

・そ うだ括 二人で食べちゃおう。

・みんなにも分けてあげたいな。

②泣いているはなちゃんはどんなことを思っているでしょう。

・ごめんね、みんな。わたしたちは二入で食べちゃおうとおも

ったのに … 。

・みんなやさしいね。ありがとう。

③友達に 「ありがとう」という気持ちになったのは

どんなときでしたか。

・勉強を教えてくれた。

・教科書を見せてくれた。

Oこ んな時はどうでしたか。

(フラッシュカー ドを使 う。)

・牛乳をこぼしたときふいてくれた。

・お休みしたとき心配 してくれた
。

○先生が見ていてとてもうれ しかったことの話

を聞く。(ハ ンカチ落としの話を聞く。)

○友達やみんなと一緒にできてよかった、楽しか

ったと思ったのはどんなときですか。

・休み時間、みんなで遊んだとき

・おもしろリレーをやったとき

○クラスの友達と仲良くしている写真を見る。

(ドッヂボールをしている写真など〉

指導上の留意点

・歌いながらビスケットを提示して、楽し

い雰囲気を作 り出す。

・資料への導入をはかる。

・資料は場面絵で提示する。

・はなちゃんの気持ちになって、迷う気持

ちを考えさせる。

・揚面絵を提示し、はなちゃんの気持ちを

考えやすくずる。

・ほかのありたちが、自分たちのことを心

配してくれたことに気付かせる。

☆1発 問の工夫

☆3フ ラッシュカー ドは意見が偏って

しまった場合、広がりをもたせるとき

に使 う。フラッシュカー ドを活用 し、

今まで出なかった場面を想起させる。

(意見が偏らず広 くか ら出てきた場

合はこの発問はしない。)

☆2日 常活動を想起させる話

(意見をより深めるため)

☆4日 常活動の写真

・仲良くしている写真を見せることで、友

達 と仲良くしたい とい う気持ちをもた

せる。

(5)考 察

・日常活動である 「今 日のよかったことありが とう」 を生か した発問は、自己の振 り返 りを促す

のに効果的であった。

・フラッシュカー ドを提示 した ことは、児童に様々な場面を想起 させ るのに有効であった。

・様々な手だてを通 し日常活動を見取ることで、児童の発言に対 し効果的な働 きかけができた。

・展開後段に意 見をよ り深 めるための発問を設定 した。その場合、より本時のね らいに迫るもの

となるよ う発問を吟味する必要がある。
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Ill集 団や社会 に進んでかかわ ろうとする心を育てる指導の工夫(第3分 科会)

1分 科会主題設定の理 由

21世 紀 を迎 えた今 日、子 どもたち を取 り巻 く環境 は、大きな変化 を遂 げてきた。そ して、そ

の 中で育ってきた子 どもたちの姿 も大き く変化 してきている。

不登校 、集 団不適応 、いわ ゆる学級崩壊な どといった問題行動 は、子 どもたちの自立の遅れ

や情緒 の未発達、社会性 の欠如、耐性や 自己抑制力の低下な どが原因 となって起 こっている。

こうした問題 の背景 には、知育偏重の教育や、家庭 の教育力の低下が考 え られる。 また、保護

者の価値観 の変化や核家族化 ・少子化等によ り他の人 とかかわる場面が少な くなった こと等が

影響 して、家庭 と地域のつなが りも薄れてきた。その結果、家庭だ けでな く地域 にお ける教育

力 も低下 して きて いるのである。

こうした現状 をと らえ、子 どもたちが未来 に夢や希望 をもち、主体的 に逞 しく生 きてい くた

め には、集 団や社会 と積極的 にかかわる ことが必要 である と本分科会では考 えた。つ ま り、子

どもたちが、集団や社会 に積極的にかかわ り、認め られる中で、「その中の一員 としての 自分」

を自覚 し、さ らには 「ただ一人の大切な 自分」 を実感 してい くことがで きるのである。 また、

こうした 自己肯定感 をもつ ことで、 自分 自身や集団や社会 に対 して、 よ り愛情や愛着 をもち、

自信 をもってかかわ ってい こうとす るであろう。 この とき、子 どもた ちの生きる力は高 まって

いるのではないか と私たちは考 えた。

そ こで、本 分科会は、研究主題 としてf集 団や社会 に進んでかかわ ろうとする心 を育てる指

導の工夫」を掲 げ、研究 を進めて いくことに した。

現在の子 どもが抱える問題 を解決 してい くため に、学校は 「心 の教育」のよ り一層の充実 を

図 って いかなけれ ばな らない。 しか し、子 どもの育成 は学校だけでで きる ことではない。子 ど

もはr家 庭で育 ち、学校 で学び、地域で伸び る』 ものである。家庭や地域の教育 力の低下が指

摘 されている今 日こそ、今以上 に学校 を開き、家庭や地域 と連携 した子 どもの育成 を推進 して

いかなけれ ばな らない。東京都が推 進する 『心の東京革命』の主旨もそ こにある。

学校や 家庭 、地域 を題材 とした資料 を取 り入れた り、子 どもたちや地域 にかかわ りのある人

々 をゲス トテ ィーチ ャー と して招 いた りした道徳の授業 を進めていく中で、人 とのかかわ りの

大切 さに気付かせ、学校や家庭、地域を愛する心を育んでい く。そ して、他者 とのかかわ りの

中で 自らを見 つめ直 し、よ りよい集 団作 りや社会作 りに積極的にかかわ ろうとす る心情 を培 っ

ていきたい。
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2実 態調査

都 内区立小 学校6校 児童2486名(全 学年)・ 保護者36ユ 名

① 児童 の実態

0自 分の住 んでい る町が好 きか(グ ラフ1)

住んでいる町が好きですか

質問紙で調査を実施

隼

年

年

年

痒

俸

5

5

4

,

2

1

■ア とても好き

ロイ まあまあ好き

翅ウ あまり好きでない

ロエ きらい

90覧 事00覧

○自分の住んでいる町の地域行事や活動に参加しているか(グ ラフ2)

/よく参加する地域の行事(人)

/

/

際

驚
50「

ア 町の運動会

イ 町のゴミ拾い

ウ ラジオ体操

工 子ども会の行事

6年

18



② 保護者 の実態

○子 どもたち と地域社会 とのつなが りが希薄

になって いることをどう思っているか。

(グラフ3)

○住 んで いる地域の行事や活動 に積極的 に参加

しているか。

(グ ラ フ4)

地域社会とのつながりが希薄である 地域活動・行事への参加

隔そう思う

Dあ る程度そう思う

ロあまりそうは思わない

凹そうは思わない

ロ積極的に参加

ロ少し参加
国あまり参加せず

ロ全く参加せず

◎学校 ・家庭 ・地域社会 が連携 して子 どもを育ててい くためにどうした らよいか。(記 述回答)

家庭

・ 親 自身の積極的な地域行事への参加する。

・ 我が子以外 の地域の子に関心を もち、他人の子 も一緒 に育てる。

・ 基本的 しつけをしっか りする。

学校

・ 学校が 中心 とな り、家庭 ・地域 を含む三者が結びつ く行事を主催す る。

・ 地域行事への参加。

地域

・ 行事に幅広い年齢層の人々が参加する。

・ 適切な指導者を設ける。

③結果 と考察

児童は、予想 したよ りも現在住 んでいる地域 に満足 しているようである。ほとん どの児童 は、

地域 の行事や活動に参加 している。一番多いのは、お祭 りである。また、低学年では、児童館 の

行事への参 加が多い。 これ らは、地域の人 とかかわ りなが ら活動する という要素の比較的少ない

ものである。 これ らの結果か ら、現在住んでいる地域 に満足しなが らも、自分か らは、積極的に

地域 とかかわることの少ない児童の実態が浮かび上がってきた。

保護者 は、児童 と地域 とのかかわ りが希薄 にな っていると感 じて いる。また、児童の健全な育

成 には、地域の力が必要であり、地域 とかかわ ることが大切 と考 えていることが調査か ら伺えた。

しか し、保護者 自身が、地域の行事や活動 に積極的に参 加 して いるとは言い難 く、 また、現在の

状況 を改善す る方策 として、「地域の人に、みんなが参加できる行事を計画 して欲 しい。」「学校で

何か企画 して欲 しい。」「地域の人がもっと子 どもに声 をかけて欲 しい。」というよ うに、自らが積

極的にかかわろうとす るのではなく、『誰かに何かをして欲 しい』という他力本願的な意識が見 ら

れた。
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3研 究構想図 ・指導の 工夫

分科会主題

集団や社会に進んでかかわろうとする心を育てる指導の工夫 導未

鋤
中学年 低学年

、
●

指導の工夫

事前指導 本時に関すること 事後指導

☆ 自分 た ちが生活 して い る [資料選択の工夫] ☆他教科 他 の教育活動と

地域 を よ く知 るため に、実 発達段階 実態 心に響く の関連付け

態に即 した体験活動を計画 実体験 自作資料

す る。 [展 開 の工夫] ☆家庭 学校 地域への積

①地域清掃 体験的活動 心情に訴える学 極 的な企画 ・参加

②古くから地域で生活して 習材 人材の活用 家庭との

いる方か らお話 を聞 く。 情報交換

③地域行事への参加 [発 問の工夫]

☆ 自由に発 言 でき る学級 づ 多様な意見を引き出す

く り 互 いのよ さや 、違 いを引き出

☆多様な学習形態の経験 す 切 り返 しや揺 さぶ り



4実 践事例(第6学 年)・考察

(1)主 題名 きれ いな町に4-(7)郷 土愛

資料名 「この町がすきだか ら」(自作 写真教材)

(2)ね らい

地域社会 の一員 として の役割を自覚 し、みんなで協力 し合い、郷土のために活 動 してい こ

うとする気持ちを育てる。

(3)研 究主題 との関連

①資料

対照的な二つの町の様子 を視覚的に とらえるため、数枚の写真を資料 とする。

また、写真を段階的に提示することによって効果 をね らう。

②資料への共感

厳 しい罰則 によって美 しく保たれて いるシンガポールの街並み、 ごみの散 らかった身近な町。

見慣れた景色を含む写真を比べる中で、子 どもたちに葛藤 を起 こす。

ゲス トティーチャーも地域の方で、子 どもたちには身近な存在である。

郷土愛にっいての資料は、古 くか ら伝わる伝統芸能な ど、そ の地域だけの、独自の特色 ある活

動を生か した ものが多い。本授業は郷土愛 を取 り上 げているが、 どんな地域で も、誰でも、いっ

で も、実施できる資料である。

③体験的学習 を生かす

本校では総合的学習の時間で、地域の中のボランティア的活動を体験 している。 この体験 の中

で、自分 にできることの発見 、感謝され る喜び、地域を愛する気持 ちなど、さまざまな思いを得

てきた。それ らの思いが本時 と重な り合 うことによ り、児童の意識がよ り高まるのではないか と

考えた。事後の活動 として、地域のためにできることを考えてみる。

④ ゲス トテ ィーチ ャー

本時では、地域の リサイ クル リーダーである方をゲス トテ ィーチ ャーに迎える。授業の中盤で、

rこの町がすきだか ら』活動 している、 という熱い思 いを語っていただく。ゲス トテ ィーチャーの

生き方 にふれる ことによ り、道徳的な価値の 自覚が深 まることを期待す る。

⑤展開の工夫

本時では、写真資料を段階的に提示す る。これは 自分の考 えを明確にさせるためである。また、

ゲス トテ ィーチャー も終末ではな く、中盤で登場 していただ く。 これは道徳的な価値 の自覚 の深

まりをね らって のことである。

終末では、「地域のためにどんな ことができるか」を、短冊 に書いて貼る。友達の多様な考えを

知 り、 「あのよ うな ことな ら自分にもできそ うだ」「自分 もこういうことな らやっていたな」「この

ような小さな ことでも地域 の役に立っていたのか」… と気付かせ、今後意欲をもって取 り組むよ

うにさせ る。
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"入 「神谷の町がす き
」 と思 う

実態を押 さえる。

① 汚れている神谷の町の様子と、

美 しいシンガポールの町の様子につし

て、写真を見て話し合 う。'

汚れている

神谷の町 写真①②

学習の流れ

きたな いなあ.

ごみがたくさん落ちて いる。

誰が捨 てたのだ ろ う。

② きま りがな く汚れてい る町 と、'』

きま りがあってきれいな町。

このこ例をきっかけに、自分の考えを深める。

きまりが なく、汚れている

自由

きまりできれいに して も、意

味がない。

自由にす るべ き接

罰金なんて大げ さすぎる。

③きまりがなくてきれいな町を見質,

かかわっている人の気持ちを弩え観

ゲス}亭爾 一

④神谷の町のために

自分ができることを考 える。

※勃師の支援

アンケー トの結果を発表 します。

美 しい
シンガポールの町

瓢

○ この写真 を見て、

それぞれ どう思いますか。

※ 写真の場所がシンガポールであり、公共の場にごみを捨て

ることに対 し、厳 しい罰則があることを知 らせ る。

きま りがある、きれい

縛 られている

きま りがなくても

きれいな町が一番

いいのでは…

ものずきな人が掃除 してくれ

ている。

誰 かが仕方なくや ってい る。

なぜ だろ う。,

〇 二っの町の、

きま りと美 しさについて、

あなたは、どう思いますか。

※一人ひ とりの考えを明確

に し、ワークシー トに記入。

※話 し合 うことで より一層

考えを深める。

きまりが ない と、きれ いにならなし㌔

きれいにな ることが大切だ。

● ●

)

○なぜ、きれいなので しょう。

ごみ を拾お う.

きれいに してくれている人に

「あ りが とう」と言 お う。

困って いる人 を助 けよ う。

○ す きな この町のために、

自分ができることを考えてみま しょう。

※カー ドに記入 し、見合 う。

気付かない児童には、友だちのカー ドを参考にす

るよ う助言す る。
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(5)評 価

・ 自分たちの町 のためにできる活動や行 いを考える ことがで きたか。

(6)板 書計画

ご

み
を
落
と
さ
な

い
。

あ

い
さ

つ
す

る
。

ソンガボール

④

ソンガポール

③

神谷 ⑤

(きれい)

神 谷②

(きたない)

神谷⑥

冨
刮
(きれい)

金
あ

● ●

り き ひ一 れ ま

神 参①

(きたない)

人
に
親
切
に
す

る
。

ル
ー
ル
を
守
る
。

↓

・

ど
こ
だ
ろ
う
。

・

き
れ
い
な
所
。

・

ご
み
が
落
ち

て
い
な

い
。

圏圓

い
ず
き

・

き
た

な

い
。

・

ご

み
が
落

ち

て

い
る
。

・

ち
ら

か

っ
て

い
る
。

・

い
や
だ

な

あ
。

團
な

ぜ

き

れ

い

な

の

だ

ろ

う

・

も

の

ず

き

。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

圏

(7)考 察

・写真だけで話 し合 いができた。多 くの地域で用意で き、児童に とって身近に考 えることので

きる有効な資料で あった。

・写真資料の提示が段階的 になされていた ことが効果的であった。

・時間をかけ、 自分の立場 を明確化す ることで、話 し合いが活発 に行なわれた。

・終末、 自分に振 り返 って考える場面で、指示を明確 にす るとよ り深 まった。

・カー ドに一人一人の考えを書かせる場面で、意欲 の高ま りが感 じられた。

・総合的活動の時間との関連が うまく位置付 けられて いた。

・ゲス トテ ィーチャーの登場場面が効果的であった。

・本時の展開 をフローチャー ト式 にした点は学習 の流れ と発問を構造的 にとらえる ことに有効

であった。

轡
繊
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◇研究の成果と今後の課題

研究主題 「未来を拓く道徳授業の創造」を目指して、分科会ごとに具体的な授業実践を通し

て研究を進めてきた。その結果、各分科会ごとに次の点が明らかになった。

1研 究 の成果

○第1分 科会

・「意図的共通体験の場」を設定 し
、子どもが体験をどのようにとらえているかを体験記録

カー ドや道徳 ノー トを使 い把握することにより、授業を通 して道徳的価値の内面的自覚

が深 められることがわか った。

・展開中段を設定し、体験での心情 と資料中の主人公の心情を重ね合わせ ることで、児童

がよ り自分のこととして、とらえ考えることができ、ね らいとする価値を自覚すること

がで きた。

○第2分 科会

・日常活動の中での様々な体験を生かす ことで、児童が自分自身を振 り返 りやすくなった。

・児童が自分自身を振 り返ることで、道徳的価値について自分のこととしてより実感 をと

もなって認識できるようになった。

・日常の活動を道徳的な視点で見取ることで、児童一人一人への効果的な働きかけができ

るようになった。

○第3分 科会

・実態調査を踏まえ、自分たちの住み慣れた地域 をテーマ に身近で現実的な写真のみの資

料 を開発 し活発な話 し合いができた。

・総合的な学習の時間をは じめとする合科的指導 と関連を図る ことにより
、道徳的価値の

内面的自覚がよ り深められた。ゲス トティー チャー も効果的であった。

2今 後の課題

○第1分 科会

・意図的な共通体験を生かせる資料 を探すことは難 しかったが
、共通体験を生かし、道徳

の時間だけでな く、各教科、特別活動、総合的な学習の時間と相互の関連を図りなが ら、

道徳の総合単元化の工夫 をしていきたい。

○第2分 科会

・児童が深 く自分自身を見つめることができるように、日常の様々な活動をどのように見

取 り、どのように授業に生か していくかをより吟味してい く必要がある。

○第3分 科会

・道徳的価値の自覚を深めるために、展開後段では具体的な方法論ではなくて、自分自身

のかかわ り方を振 り返ることができるような手立てを工夫 していく必要がある。
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平成13年 度

教 育 研 究 員 名 簿

第1分 科会

地区名 学校名 氏 名

世田谷 給 田 ○坂 江 律 子

中 野 中野神明 口武 田 淳

杉 並 和 泉 秋 山 峰 代

練 馬 関 町 北 宮 川 正 子

武蔵野 第 三 松 井 彩

多 摩 東 落 合 筒 井 泰 行

第3分 科会

地区名 学校名 氏 名

中 央 有 馬 口川 瀬 光 子

江 東 枝 川 ◎長 町 正 弘

北 神 谷 押 見 尚 美

足 立 桜 花 古 谷 眞理子

葛 飾 道 上 世取山 哲 哉

江戸川 新 田 小 島 倫 子

第2分 科会

地区名 学校名 氏 名

大 田 東調布 一 高 野 寿 子

大 田 道 塚 青 木 文 理

渋 谷 上 原 ○高 橋 基 樹

豊 島 大 明 鶴 見 早 月

荒 川 尾 久

7

由 良 隆

◎全体世話人

地区名 学校名 氏 名

青 梅 第 七 ロ若 林 憲 江

昭 島 拝島第三 阪 田 幸 子

町 田 鶴川第二 齋 藤 乃 太

国 立 国立八小 一 條 浩 美

西東京 上 向 台 五十嵐 明 子

○分科会世話人 口分科会副世話人

担当 東京都教職員研修センター指導主事 封 馬 伸一郎
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